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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 21,424 28.6 1,726 39.1 1,713 40.2 1,226 155.7

2021年3月期第3四半期 16,657 △13.0 1,240 △34.8 1,222 △35.8 479 △66.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,021百万円 （305.4％） 2021年3月期第3四半期　　498百万円 （△60.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 87.31 ―

2021年3月期第3四半期 34.14 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 39,839 29,133 73.1 2,073.76

2021年3月期 37,184 27,485 73.9 1,956.59

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 29,131百万円 2021年3月期 27,485百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」企業会計基準第29号　２０２０年３月３１日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。詳細は四半期決算
短信（添付資料）Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）をご覧ください。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 12.00 ― 13.00 25.00

2022年3月期 ― 13.50 ―

2022年3月期（予想） 13.50 27.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 22.0 2,200 29.8 2,200 15.9 1,600 47.8 113.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正については、本日（2022年2月4日）公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 17,627,800 株 2021年3月期 17,627,800 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 3,580,382 株 2021年3月期 3,580,382 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 14,047,418 株 2021年3月期3Q 14,047,447 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の厳しい状況が徐々に緩和される

中で、個人消費や生産活動の持ち直しの動きがみられました。

　海外経済は、アジア地域において中国では回復の動きがこのところ鈍化しましたが、米国では個人消費や設備投

資の増加から持ち直しております。欧州についても景気は厳しい状況が緩和される中で持ち直しております。

　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、半導体関連の設備投資は引き続き活発な動きが

みられました。車載市場や産業機器市場は堅調に推移したものの、半導体や部材の調達難により先行きが不透明な

状況が続いております。

　このような環境の下、売上高は214億24百万円（前年同期比28.6％増）となりました。売上高が増加したことに

より、営業利益は17億26百万円（同39.1％増）となりました。経常利益は17億13百万円（同40.2％増）となりまし

た。親会社株主に帰属する四半期純利益は12億26百万円（同155.7％増）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は１億69百万円減少して

おりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。詳細は、「２．四半

期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりで

あります。

　主なセグメント別の業績は、次のとおりです。

（電線・加工品）

　車載用ケーブルは、需要の回復、搭載車種の増加から売上を伸ばし、新型コロナウイルス感染拡大以前の水準を

上回りました。また、エネルギー産業関連ケーブルは北米市場において売上が堅調に推移しました。半導体検査装

置用ケーブルは引続き売上が堅調に増加し、その他ケーブル全般の売上も大きく伸長しました。以上により、売上

高は189億54百万円（前年同期比37.9％増）となりました。銅価格等の原材料高による影響はありましたが、需要

回復による売上の増加等により、セグメント利益は19億73百万円（同63.0％増）となりました。

（電子・医療部品）

　医療用特殊チューブは新型コロナウイルス感染症による当該製品を使用する症例数減少の影響もあり売上が減少

となりました。ネットワーク機器は専門用途品へのシフトを進め汎用品の整理を行ったことにより売上が減少しま

した。以上により、売上高は24億18百万円（前年同期比13.7％減）となりました。売上の減少等によりセグメント

利益は３億44百万円（同30.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ26億54百万円増加し、398億39百万円となりま

した。主な増加は、受取手形、売掛金及び契約資産10億23百万円、原材料及び貯蔵品６億55百万円、商品及び製品

６億39百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ10億６百万円増加し、107億５百万円となりま

した。主な増加は、支払手形及び買掛金７億29百万円、流動負債その他の未払金２億34百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ16億48百万円増加し、291億33百万円となり

ました。主な増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益12億26百万円、為替換算調整勘定６億73百万円であり、

主な減少は、利益剰余金の配当３億72百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年５月10日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。詳細につ

きましては、本日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,299 8,015

受取手形及び売掛金 7,431 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 8,455

有価証券 200 201

商品及び製品 1,818 2,457

仕掛品 647 742

原材料及び貯蔵品 2,344 2,999

その他 557 545

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 21,293 23,412

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,787 4,660

機械装置及び運搬具（純額） 3,997 4,092

土地 2,396 2,398

その他（純額） 1,751 2,018

有形固定資産合計 12,932 13,169

無形固定資産 895 919

投資その他の資産 2,062 2,337

固定資産合計 15,891 16,426

資産合計 37,184 39,839

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,832 2,561

短期借入金 1,779 1,912

未払法人税等 228 212

賞与引当金 59 110

災害損失引当金 6 －

その他 1,004 1,256

流動負債合計 4,910 6,053

固定負債

長期借入金 2,499 2,495

退職給付に係る負債 2,027 2,023

役員退職慰労引当金 46 51

その他 215 81

固定負債合計 4,788 4,651

負債合計 9,699 10,705

純資産の部

株主資本

資本金 1,555 1,555

資本剰余金 1,459 1,459

利益剰余金 24,922 25,777

自己株式 △2,340 △2,340

株主資本合計 25,597 26,451

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 580 703

為替換算調整勘定 1,285 1,959

退職給付に係る調整累計額 22 16

その他の包括利益累計額合計 1,887 2,679

非支配株主持分 － 2

純資産合計 27,485 29,133

負債純資産合計 37,184 39,839
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 16,657 21,424

売上原価 12,596 16,677

売上総利益 4,060 4,747

販売費及び一般管理費 2,820 3,020

営業利益 1,240 1,726

営業外収益

受取利息 33 19

受取配当金 20 29

助成金収入 28 5

その他 44 35

営業外収益合計 127 89

営業外費用

支払利息 11 12

為替差損 87 63

その他 46 25

営業外費用合計 145 101

経常利益 1,222 1,713

特別利益

受取保険金 16 －

特別利益合計 16 －

特別損失

事業構造改善費用 453 －

特別損失合計 453 －

税金等調整前四半期純利益 785 1,713

法人税、住民税及び事業税 314 474

法人税等調整額 △8 12

法人税等合計 306 487

四半期純利益 479 1,226

親会社株主に帰属する四半期純利益 479 1,226

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 479 1,226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 196 123

繰延ヘッジ損益 △15 －

為替換算調整勘定 △156 676

退職給付に係る調整額 △5 △5

その他の包括利益合計 18 794

四半期包括利益 498 2,021

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 498 2,018

非支配株主に係る四半期包括利益 － 2

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用範囲の変更）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束し

た財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益

を認識することとしております。

　これにより、買戻し契約に該当する有償支給取引については、有償支給先に残存する支給品について棚卸資産を

引き続き認識するとともに、「有償支給に係る負債」を認識しております。また、得意先から当社が支給を受ける

有償支給取引については、従来有償支給元への売り戻し時に売上高と売上原価を計上しておりましたが、加工代相

当額のみを純額で収益として認識する方法に変更しております。さらに、顧客への財又はサービスの提供における

当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純

額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した累積的影響額を当期首の利益剰余金に

加減する方法を適用しておりますが、当期首残高に与える影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が１億69百万円、売上原価が１億69百万円減少しておりますが、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法による組替えは行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる、当第３四半期連結累計期

間に係る四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

電線・加工
品

電子・医療
部品

計

売上高

外部顧客への売上高 13,743 2,802 16,545 111 16,657 - 16,657

セグメント間の内部
売上高又は振替高 18 7 25 - 25 △25 -

計 13,761 2,809 16,571 111 16,683 △25 16,657

セグメント利益 1,211 498 1,709 76 1,786 △545 1,240

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

電線・加工
品

電子・医療
部品

計

売上高

外部顧客への売上高 18,954 2,418 21,373 50 21,424 － 21,424

セグメント間の内部
売上高又は振替高 19 19 38 － 38 △38 －

計 18,974 2,438 21,412 50 21,463 △38 21,424

セグメント利益 1,973 344 2,318 18 2,336 △610 1,726

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日 至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△５億45百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△５億

26百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△６億10百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△５億

76百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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